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2011年 3月 11日に発生した東日本大震災に伴う巨大津波（以下，3.11津波）は，津波の脅威を改めて知らせること
になった．一方，石巻から仙台平野南部における貞観地震津波と 3.11津波の対比から，史実以前の古津波調査方法とし
て津波堆積物が社会的注目を集めることになった（例えば，中央防災会議，2011）．すでに，一部の地方自治体では，津
波堆積物を工学的な津波評価に用いる試みがなされている（たとえば，神奈川県，2012；北海道，2012）．
津波堆積物を工学的に用いるためにはいくつかの大きな課題が残されている．一つは堆積物の認定方法であり，津波

堆積物調査結果の解釈が調査者によって異なる事のないよう，一定の認定方法，解釈方法の指針が必要である．もう一
つは調査地点の選定方法である．津波堆積物研究では津波堆積物が残りやすいとされる沿岸域の湖沼や，平野などが中
心に調査されているが，特定の地点を対象とした津波評価の場合，このような理想的な地理条件を満たす地点が周辺に
存在しない事もある．調査場所の選定方法は古津波調査結果自体に影響するため，津波堆積物を工学的利用する際の最
重要課題であるといえる．適切な調査場所を選定するためには，地形学的特徴および水理学的特徴により津波堆積物の
堆積状況や分布範囲がどのように変化するのかを検討する必要がある．
本研究では，地形的特徴および水理学的特徴が異なる地点の津波堆積物を調査するために，2012年の 8月～11月にか

けて青森県三沢市から千葉県山武市に至までの海岸を踏査し，人工的改変が顕著に見られない 19地点において陸上の試
料を取得した．対象とした海岸は主に細砂～粗砂で構成されており，一部に混合砂礫海岸を含む．遡上範囲における陸
上の地形勾配は 0.0003～0.08，沖合の海底勾配は 0.0018～0.0312の範囲にあり，一方，津波の遡上高は 3.1 m～26 m，最
大遡上距離は 125 m～4000 mの範囲である．分布範囲を調べるために，津波遡上域を 9のエリアに分割し（沿岸方向 3
分割×岸沖方向 3分割）し，それぞれのエリアにおいて，局所的な地形の影響が小さく，周辺の堆積状況を反映してい
ると考えられる地点で表層の試料を採取した．
調査の結果，陸上の地形勾配が 0.08である海岸以外の 18地点において津波堆積物が陸上に分布していることを確認

した．遡上限界付近のエリアまで津波堆積物が存在していた地点は 15地点であり，3地点は遡上域の中央付近までの分
布を確認した．従来の知見では津波堆積物は比較的平坦な海岸に残されやすいと考えられていたが，本研究の調査結果
では比較的勾配が大きい海岸（˜0.06）においても津波堆積物が残留することが分かった．また，遡上高が 10 m以下と比
較的小さい海岸においても津波堆積物が最奥部まで残されていた．ただし，これらの結果は詳細な分析を踏まえた精査
が必要である．現在，取得した試料の分析（粒度組成分析，化学分析，珪藻分析）に加え，数値解析を用いた各調査地
点での水理的挙動の再現を行っており，これらは当日，大会会場にて公表する予定である．
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